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はじめに 

日本消防協会は,会員(消防団員,消防職

員)の福利厚生,消防技能の向上を主な目的

としておりますが,国際消防事業の一環と

して義勇消防組織(我が国の消防団に当る)

との国際交流を促進することにより,消防

団員相互の情報の交換,友好親善を通じて

我が国は勿論諸外国の消防の発展に大きな

役割を果すべく,各種の国際協力・国際交流

事業を行っております。 

具体的には,「世界義勇消防連盟」の設立

とその運営,日中消防協会定期協議会の開

催及び消防団長等幹部による海外への友好

訪問と消防事情の視察等であります。 

以下,それらの事業の概要を紹介するこ

ととします。 

 

1.世界義勇消防連盟の設立とその活動につ

いて 

(1)世界義勇消防連盟結成の経過 

1980 年 11 月に日本消防協会の主催によ

り東京後楽園スタジアムにおいて,日本に

おける近代消防100年を記念し,消防団の代

表者40,000人余りによる世紀の祭典にふさ

わしい大会を開催しました。 

この大会には,海外からも多数の義勇消

防の代表者を招待しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

海外の消防代表者は,日本の消防の実態

をはじあて知り,名実共に永い歴史と伝統

を誇る消防団の使命感と組織力に,大きな

驚きと満足感を表され,今後,交流が継続的

に行われるよう配慮方の要請がありました。 

日本消防協会では,国際間の交流の重要

性を認識するとともに義勇消防の国際交流

は歴史的にも例がなく,国際交流の促進に

より消防の発展と友好親善に寄与できれば

との思いをいたし,また日頃から"世界は一

家,人類は兄弟姉妹"の理念を実践し,世界

の平和と繁栄のため生涯を傾けている笹川

良一会長の意向もあり,その実現の方針を

決定いたしました。 

1982 年 5 月,日本消防協会では,国際親善

と互恵互助の原則による「世界義勇消防連

盟 (Federation of World Volunteer 

Firefighters Associations 略 称

F.W.V.F.A.」結成の構想案をとりまとめ,駐

日各国大使館の協力を得て,各国の義勇消

防組織に関する照会を行い,具体的な組織

づくりを始めました。 

(2)世界義勇消防連盟結成会議の開催とそ

の後の経過 

世界義勇消防連盟結成会議(第 1 回総会)

は,1982 年 12 月 1 日,東京の笹川記念会館

国際会議場において,日本を含む 32 力国の
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賛同を得,17 力国の消防代表者の参加を得

て開催されました。 

この会議において初代会長(1990 年から

総裁)に日本消防協会笹川良一会長が満場

一致で選出されました。 

同時に,連盟のマークも決定され,意匠登

録されております。 

さらに,1983 年 6 月に消防関係では初あ

て,国際連合広報部から非政府機関(NGO)と

して承認されており,現在は121力国が加盟

されております(表 1参照)。 

(3)世界義勇消防連盟の活動内容 

①総会及び地域総会の開催 

世界義勇消防連盟は,世界の国々をアメ

リカ地域,ヨーロッパ・アフリカ地域及びア

ジア・オセアニア地域の 3 地域に区分して

おります。 

会議は,全加盟国の代表者が出席して開

催される総会と,当該地域の加盟国の代表

者が出席して開催される地域総会がありま

す。 

 

これまでの会議は,表2のとおり開催され

ました。 

会議には,必ず元首又は政府の代表者が

出席されるなど,国際機関としての格調の

高さを物語っております。 

また,理事会,分科会,全体会議等が開催

されており,世界の義勇消防が当面する諸

問題や重要事案について活発な討議,情報

の交換等が行なわれております。 
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更に,開催国義勇消防隊の総力を結集した

観閲や分列行進,消防訓練等の演技,その他

のデモンストレーションが盛大に繰り広げ

られております。 

また,総裁主催のレセプション,議長主催

のパーティーなどが必ず開催されており,

会議参加者相互間のより一層の親睦,交流,

情報交換が図られるようになっております。 

②消防技術援助事業 

消防資機材や消防技術が充分でない開発

途上国に対し,先進7力国による消防ポンプ

自動車等の資機材の供与,消防技術の向上

を図るための消防専門家の派遣など消防技

術の分野においても,活発な活動が行なわ

れております。 

③基盤強化事業 

加盟 121 力国(H.4.12.31 現在)及び未加

盟国に対し,機関紙(年 1 回発行)や連盟の
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事業についての映画・ビデオを

無料で配布し,情報の交換と未

加盟国に対する加盟の促進を

図っております。 

 

2.日中消防定期協議会の開催

及び中国消防協会との交流 

日本消防協会と中国消防協

会は,協力関係を促進すること

により両国消防の発展を図る

ため,昭和 60年 4月 25日,日本

消防会館ニッショーホールに

おいて,「日中消防協会友好結成協定」を締

結しました。 

以後,この協定に基づいて, 

日中両国の消防協会間において毎年定期

的に協議会が開催されております。 

(1)日中消防協会定期協議会の開催 

毎年定期的に日本と中国で相互に協議会

を開催し,事業の決定,実施結果の報告及び

日中両国の当面する諸問題について協議す

るものであります。 

既に8回の協議会が実施され,平成4年度

は第 8回の協議会を北京市で開催し,平成 5

年度は東京で6月に開催の予定であります。

(2)長期消防研修生の受入れ 

日本の消防制度,技術等を修得させるこ

とを目的に,中国消防協会から毎年 5 名,1

年間受入れ,自治省消防庁,消防大学校,財

団法人日本消防検定協会,東京近郊の消防

機関及び消防関係企業のご理解とご協力を

得て,研修を行なっております。 

すでに 29 名が研修を終了し,中国各地に

おいて立派に活躍されております。 

 

3.海外消防事情の視察 

我が国の消防団長等幹部が,海外の消防

の制度,福祉及び技能を調査し,あわせて国

際社会の政治,経済,文化等の見聞を広め,

我が国消防の発展に資することを目的に,

毎年視察団を結成し,アジア地域,ヨーロッ

パ地域及びアメリカ地域を視察しておりま

す。なお,これらの視察団の参加者に対して

日本消防協会は,基準により経費の一部を

助成しております。 

 

おわりに 

F.W.V.F.A.は,義勇消防の世界的な組織

であり,10 年の実績をもっております。 

なかでも,中心的存在である日本消防協

会と笹川総裁にかける期待は,各加盟国と

も大きなものがあります。 

今年,11 月中旬,東京において 121 力国が

参加して F.W.V.F.A.第 5 回総会を開催する

予定であり,この総会を契機に,更に連盟の

活動はより具体的な方針が示され,21 世紀

に向けますます活発な展開をみせていくこ

とと思います。 


